
第２分科会 ＜第１分散会研究課題＞ 豊かな心の教育の充実を目指す教育課程の編成と

校長の在り方

研究発表 「よく考え 心豊かで いきいきと活動する子」を育成する教育課程の編成

愛媛県 宮窪町立宮窪小学校 矢野 重久

Ⅰ 趣 旨

、現在の社会に目をやると、青少年による凶悪事件の続発

保護者による信じがたい児童虐待等目を覆いたくなるほど

のモラルの喪失が見られる。

このような社会情勢の中で、学校教育に求められている

ことは、児童・生徒に「豊かな心」を育むことであり、調

和の取れた人間形成であると考える。

そのためには、学校教育全体で行う道徳教育をよく吟味

し、道徳の時間で行う指導の充実を図るとともに他の教育

活動のよさを生かしこれらを有機的に結び付けて指導する

ことが大切である。

また学校の取り組みだけではなく、家庭や地域の教育力

を生かして、より大きな力で子どもの心を育てていくこと

も重要である。

そこで校長としてこれらの取り組みをどのようにして実

践していったか、校長の在り方を究明していきたい。

( 14 15 )平成 ， 年度 玉川町立九和小学校における実践

Ⅱ 研究の概要

１ 学校経営方針

新しい学習指導要領の下でのスタートに際し、学校経

営方針について見直した。

学校の教育目標(1)
｢よく考え 心豊かで いきいきと活動する子｣の育成

望ましい児童像(2)
全教職員にアンケートを実施し、校長の指導の下、

望ましい児童像を決定した。

➀ ねばり強く努力する子

➁ 思いやりのあるやさしい子

➂ 命を尊び心身ともに健康な子

(3) 望ましい教師像

これからの学校教育を担う教師は、どのような教師がふさ

わしいか、教職員にアンケートを実施し、校長の思いを加味

して望ましい教師像を決定した。

➀ 常に課題意識をもち自己変革を欠かさない教師

➁ 感性と教養の豊かな人間的魅力のある教師

➂ 児童の目線に立ち敏感適切に対応できる教師

学校運営上、教職員の健康管理と明るい職場なお、

づくりに絶えず配慮している。

２ 新しい出発に際して

総合的な学習の時間の計画(1)
２年間の試行期間の実践を踏まえ、地域にある豊か

、な教育資源を最大限に活用することを基本方針として

総合的な学習の時間の年間指導計画を作成した。以下

は、各学年の主な活動である。

学年 テーマ 学習内容

３年 ふるさと「玉川」 玉川の秘密「シイタケ」

＜人＞ を育てよう

４年 ふるさと「玉川」 国宝に指定されている銅

＜自然・文化＞ 宝塔はどんなものだろう

５年 ふるさと「玉川」 竹炭のよさや、作り方に

＜伝統・産業＞ ついて調べてみよう

６年 ふるさと「玉川」 ふるさと玉川の環境や福

＜環境・福祉＞ 祉問題を学習しよう

学校行事の見直し(2)
本校は、｢仲良く がんばれ｣の校訓のもと、仲間づ

くりに取り組んできた。

特に、近年は、異年齢の縦割り集団を活用して仲間

づくりに取り組んでいる。また徳教育の観点から学校

行事をとらえ直し、校長として、教職員が行事の教育

的な意義や一年の流れ、関連性についてしっかり理解

したうえで実践に取り組めるように努めた。

親子奉仕作業➀

。親子で、学校の環境を整える奉仕作業に取り組む

運動会➁

ア 「最後までがんばる」をめあての一つに入れて

実施する。

イ 地域のお年寄りを招待し、児童がプレゼントを



わたす。

（地域参観日につながる）

➂ 地域参観日

、地域の人たちに学校を理解していただくと同時に

地域の人たちと触れ合う場とする。

見学遠足➃

マナーの実践の場でもある。

若竹発表会・児童慰労会➄

ア １年間学習してきた学習の発表の場

イ 感謝の心と、マナーを学ぶ場

ふるさとふれあいウオーク➅

ア 仲間とともに高め合う集団づくりに取り組んで

きた一年間の活動の集大成

イ 地域の人たちと触れ合う場

３ 道徳教育の推進

重点指導目標の決定(1)
保護者が本校の児童をどうとらえどう育つことを➀

願っているのか調べるために、道徳教育について意

識調査を実施した。

意識調査をもとに重点指導目標を決定した。➁

全体計画の作成(2)
学校の教育目標の実現に向け、全教育活動の充実を

図るため、全体計画を作成した。作成に当たっては、

学校評価を生かした。

＜全体計画＞

教育基本法 学校の教育目標 児 童 の 実 態

学校教育法 ｢よく考え 心豊かで いきいきと活動する子｣の育成 社会の今日的課題

学習指導要領 父母・教師の願い

県町教育方針

○ 粘り強く努力する子
児童像 ○ 思いやりのある優しい子

○ 命を尊び心身ともに健康な子

思いやりの心をもち、主体的に考え、実行しようとする
道徳教育目標

児童を育てる。

道徳教育の ・よいと思うことは、自分で判断し、粘り強くやり遂げ、積極的に伸ばす。
・互いに信頼し学び合って、友情を深め、仲よく協力し合い、命を大切にする。

重点目標 ・集団生活でのきまりを守り、規則正しい生活に心がけ、自分の責任を果たす。

低 学 年 中 学 年 高 学 年
・ よいことと悪いことの区別を ・ 自分で決めたことは、粘り強 ・ 自分の特徴を知って、悪い所を
し、よいと思うことを進んで行 くやり遂げる。 〔 ( )〕 改めよい所を積極的に伸ばす。1 3
う。 〔 ( )〕 〔 ( )〕1 3 1 6

・ 生きることを喜び、生命を大 ・ 礼儀の大切さを知り、だれに ・ だれに対しても思いやりの心を
切にする心をもつ。 対しても真心をもって接する。 もち、相手の立場に立って親切に

〔 ( )〕 〔 ( )〕 する。 〔 ( )〕3 2 2 1 2 2

・ 健康や安全に気を付け、物や ・ 約束や社会のきまりを守り、 ・ 身近な集団に進んで参加し、自
金銭を大切にし、身の回りを整 公徳心をもつ。 〔 ( )〕 分の役割を自覚し、協力して主体4 1
え、わがまましないで、規則正 的に責任を果たす。 〔 ( )〕4 1
しい生活をする。 〔 ( )〕1 1

家庭社会での取り組み 道徳の時間 学級での取り組み

・家庭での道徳的実践力 ・道徳的判断力の向上 ・各教科の学習指導
の見直し ・道徳的心情の深化 ・特別活動の指導
・学団会の充実 ・道徳的態度と実践意欲の向 ・生活指導
・地域ぐるみの重点目標 上 ・創意の時間
の実践 （道徳的実践力の育成） ・総合的な学習
・各種団体の活動 ・体験活動の充実

ゲストティーチャーの招へい・
補充・深化・統合 ・総合単元的な道徳学

習
・心のノートの活用

道徳的実践力・基本的生活習慣の育成
家庭・（

社会の連携） （学級経営・環境整備）
望ましい人間関係

年間指導計画の作成(3)
年間を通しての道徳の時間の充実を目指し、年間指

導計画を作成した。

特に、道徳年間指導計画主題一覧表の関連事項が一

目でよくわかるよう工夫した。

＜道徳年間指導計画主題一覧表＞

学級経営の重視(4)
学校生活の基本単位は、学級であり学級経営が果た

す役割は大きなものがある。

そこで学級経営を重視し、道徳教育を核とした学級経

営案を作成することにした。

学級経営を、道徳の指導計画と結び付けて行うことに

よって、主体的に行動できる道徳的実践力の育成につ

ながっていくと考えた。

＜学級経営案＞

６年かえで組 学級経営案
学級担任 大澤 宏伸

≪学校の教育目標≫

「よく考え 心豊かで いきいきと活動する子」の育成

≪望ましい児童像≫ ↓ ≪校 訓≫
・ 粘り強く努力する子 ↓ なかよく

・ 思いやりのある優しい子 ↓
・ 命を尊び心身ともに健康な子 ↓ がんばれ

≪実践教育主題≫ ↓

「豊かな心をもちいきいきと表現する子」の育成

≪道徳教育目標≫ ↓

思いやりの心をもち、主体的に考え行動しようとする児童を育てる。

↓

学 級 づ く り の 基 本 方 針

学 級 目 標 ：○ 思いやりのある心で誰とでも協力して活動する。
○ 最高学年として学校や人のために進んでつくす。 学級なかよし宣言

無敵の友情！○ 時と場を考え、けじめある言動をする。
みんな笑顔で学級の特色 ：・ 明るく思いやりがあり、仲よく活動する。
パワフル・ 素直に話を聞き、よりよくしようと心がける。
ボンバー！道徳の重点目標 ：○ 集団のなかでの自分の役割を考え 主体的に責任を果たす、 。

○ 全体のことを考えて規律ある行動をする。

＜ 総合的な学習＞
＜教科＞ テーマ：ふるさと玉川〈環境・福祉〉 ＜特別活動＞

○ 基礎・基本事項の定着 活動１ 環境問題への考えを深め、で ○ 支持的風土作り
きることを実践

○ 操作的・体験的な学習 活動２ 高齢者の思いを感じ取りとも ○ 仲良し班・縦割り清掃活動
に生活しようとする などの異学年交流でのリーダ

ーシップ

＜道 徳 教 育＞

○ 児童の心を揺さぶる発問、授業展開の研究と実
＜生徒指導＞ 践 ＜家庭との連携＞
児童の校外生活の様 ・ 他や集団とのかかわりのなかでの自分の立場を 学級通信の活用
子の把握と教育相談の 認識し、自己の役割および責任を積極的に果たそ
充実 うとすることができるようにする。

＜環境の充実＞ ＜地域との連携＞
児童が自主的に運営 ＜体 験 活 動＞ 地域ボランティアとの
掲示する背面黒板の工 ○ 蒼社川の環境調査・高齢者施設の訪問 積極的なふれあい
夫 ○ 玉川のよさの再認識と郷土愛の育成

目 標 達 成 の 具 体 的 実 践

学級目標１ よく考える 学級目標２ 人を思いやる 学級目標３ 他のためにつくす
○ その時その場にあった行動や ○ だれもがいやな思いをしないよ ○ 係・委員会など、自分の受け
言葉を考え、人に迷惑をかけな う互いの立場を尊重できるように もった仕事を積極的に果たさせ
い。 させる。 る。

＜反省と評価＞ ＜反省と評価＞ ＜反省と評価＞

〔第１学年〕

月 主 題 名 価値 資 料 名 人権同総合体験ゲストテ心のノート
項目 和教育単元 活動 ィーチャ活用

ー

みんなの学校 ( ) たのしいがっこう ①4- 3
４

だれとでも仲良く ( ) あそぼう ○ ①2- 3
５ 時間のきまり ( ) ちゃいむがなりました ① １２～１５1- 1
元気な声で ( ) あいさつ ① ３０～３３2- 1
危険から身を守る ( ) あぶないあぶない1- 1
大きくなあれ ( ) ぼくのあさがお ○ ① ○ ○ ４８～４９3- 1
ありがとうの言葉を ( ) ありがとう2- 4

６
大切に使う ( ) おれたクレヨン1- 1
わきでる力 ( ) でてくるちから ①3- 2
黙っていないで ( ) へいのらくがき ○1- 3

７ がんばる心 ( ) うかんだうかんだ1- 2
わがままな行い ( ) かぼちゃのつる ②1- 1



４ 総合単元的な道徳学習の推進

(1) 総合単元的な道徳学習の意義

子ども主体の教育活動を行うためには、子どもの意

識を中心に、学習活動がその流れに沿って展開される

必要がある。しかし、道徳の時間だけでは、観念的な

学習になったり道徳的な価値を教え込んだりする危険

性がある。

そこで、道徳の時間と、その前後に子どもが主体的

に関わる学習を関連して行い、その一連の学習を通し

てより確かな道徳教育を目指した。

(2) 単元作成上の留意点

学級担任の、こんなクラスにしたいという児童に➀

対する願いが出発点になる。

、有機的に関連付ける。➁ 自然な形で

最初から、完成されたものはできないので、まず➂

作成し、実践し、そして改善していく。

総合単元的な学習の意義について十分理解し、全➃

校で共通理解をもった上で実践する。

＜総合単元的な道徳学習構想＞

－４年生 総合単元名「目標に向かって」－

学活…１時間

「かっちゃんに
手紙を書こう」
○ ２学期を迎えて、学校 道徳…１時間
や学級の様子、近況報告 「にじ」２－（２）
など メッセージを書く ○ 相手に対する思いやり、 。

＜９月＞ の気持ちをもち、親切に
する心情を育てる。

＜９月＞ 国語
「 、 」学活…１時間 作ってみよう 学級新聞

「男女仲良く」 ○ 友達と協力しながら、
○ 男女がお互い認め合い 調べたり、まとめたりす
協力していこうとする気 ることができる。
持ちを育てる。＜９月＞ 道徳…１時間 ＜１０月＞

「 」 （ ）すもうの先生 ２－ ４
○ 自分たちの生活を支え

学活…１時間 てきた人々を尊敬し、感 社会

「きょうどにつ「 」お年よりへのプレゼント 謝する心情を育てる。

たわるねがい」○ お年寄りへの感謝の気 ＜９月＞
持ちを込めて、プレゼン ○ 地域の発展のために尽
トを作る （運動会に招 くした先人の働きによっ。
待し、渡す ）＜９月＞ て、地域のくらしが向上。

。してきたことを理解する
＜１０月＞

音楽 若竹タイム
「お祭りや民謡 「秋祭りにつ

道徳…１時間 をたずねて」 いて調べよ

○ 世界や日本 う」「ぼくのへんし
のお祭りの音 ○ 昔から受ん」１－（３）

○ 自分でやろうと決心し 楽に興味をも け継がれて
たことは、粘り強くやり って聴く。 いるお祭り
遂げる態度を養う。 ＜１０月＞ について調

＜１０月＞ べ、地域の
人々にふれ

道徳…１時間 あい、感謝
「やさしいなみだ」２－ することが
（２） できる。
○ 相手の身になって思い ＜１０月＞

学活…１時間 やり、進んで親切にしよ
「係活動を見直そう」 うとする心情を育てる。
○ 自分の係の仕事を振り ＜１０月＞
返り、改善点はないか話
し合う。 ＜１０月＞ 地域参観日

○ 地域の人々を招待し、
、道徳…１時間 学校の様子を紹介したり

ドッジボール １－ ４ 思いやりをもって接した「 」 （ ）
○ 正しいと思うことは、 りすることができる。

学活…１時間 勇気をもって行おうとす ＜１０月＞
「みんなで遊ぼう」 る態度を育てる。
○ 昼休みにみんなで遊ぶ ＜１０月＞
計画を立てる。 体育

＜１０月＞ 「マット 「跳び箱」」
○ 目標に向かって、最後

道徳…１時間 まで努力する。
「大きな絵はがき」２－ ＜１１月＞
（３）

学活…１時間 ○ 友達と互いに信頼し、
、 、なかよし集会について」 助け合い 忠告し合って

○ 友達やクラスみんなの 友情を深めていこうとす
よさについて考え、紹介 る心情を育てる。
の仕方を考える。 ＜１１月＞

＜１１月＞

道徳…１時間
「 」 （ ）ぼくのなみだ ２－ ３

なかよし集会 ○ いじめられた子の悲し
○ 児童ひとりひとりが、 みを感じ取り、いじめを
人権について考え、明る 許さず、いじめ解消のた
く楽しい生活を共に送ろ めに勇気をもって行動す
うとする意識を高める。 る態度を育てる。

＜１１月＞ ＜１１月＞

総合単元的な道徳学習の構想を立てることによって、全

教育活動の中に、道徳がしっかり位置づけられ、道徳を核と

した学級経営が充実していった。

学級担任の自己評価(3)
学級づくりの一つの手段として総合単元的な道徳➀

学習を構想し、実践することにより、学級の子ども

たち一人一人の気持ちを汲み取ることができた。ま

た、子どもたちの考えを大切にした活動を進めたこ

とにより、一人一人に主体的ながんばりが見られる

ようになってきた。

学級としての仲間意識を高めることができ、学級➁

経営を充実させることができた。

単元の中の道徳の時間のあり方を考え、授業に工➂

夫を加えたことにより子どもたちが道徳の時間を楽

しみにし、狙いたい主題に関して、子ども自らが主

体的にかかわっていこうとする意欲や態度が見られ

るようになってきた。

５ 道徳の時間の指導

道徳の時間が、学校教育全体で行う道徳教育を補

充・深化・統合する時間として効果的な時間になるよ

うな指導の工夫が必要である。そのため、特に以下の

点に留意して指導に取り組んでいる。

問題追求的な学習展開の工夫(1)
｢体験｣を生かす活動の工夫(2)

ア 資料の活用や発問の工夫

イ 模擬体験や追体験などの活動

・ 指導やゲストテイチャーによる指導の工夫(3) T T
心のノートの活用(4)
ア 心のノート活用一覧の作成( )
イ 活用方法の工夫( )

＜授業例 第２学年「あいさつっていいな」２－(１)＞

８ 本時の指導

（１）ねらい ○ だれに対しても進んで、気持ちよくあいさつしようとする態度を養う。

（２）準備 場面絵・センテンスカード・お面・吹き出しプリント・心のノート

（３）展開

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 ○指導上の工夫◇評価

１ 自分のしてい ○ 心のノートで、自分のあいさつにつ ○ 心のノートを活用し、普段
るのあいさつに いて振り返ってみましょう。 の自分のあいさつについて思
ついて振り返る い出し、本時の学習への方向

付けとする。

２ 資料「あいさ ○ あき子が「おはよう」と言った時、 ○ 「おはよう」のあいさつに
つっていいな」 どんな気持ちになるでしょう。 よって、まわりがよい雰囲気
を読み、あき子 ・ あいさつしてよかったな。 になったり、ほめられたりす
の気持ちを考え ・ うれしいな。 るあき子のうれしさを感じさ
る。 ・ こんどもがんばろう。 せたい。

○ 「ごめんね」と言って、かずみと仲 ○ あき子とかずみの立場にな
直りができたあき子は、どんな気持ち って役割演技をすることによ
でしょう。 り、仲直りできた喜びを実感
・ よかったな。 させたい。
・ けんかはやめよう。
・ ずっと友達だよ。

○ どうして 仲直りできたのでしょう ○ 自分の気持ちを話し合わせ、 。
・ すぐにあやまったから。 ることにより、友達と関わっ
・ 悪かったなと思ったから。 ていくためには、心のこもっ
・ 友達だから。 たあいさつをすることが大切

であることに気づかせたい。

○ いろいろなあいさつを思い出そう。 ○ 手話のあいさつに気づいた
・ おはよう 児童のつぶやきを大切に、み
・ こんにちは んなで「手話のあいさつ」を
・ さようなら 歌い、意欲化を図りたい。
・ ありがとう

◎ お母さんに 「あいさつは小さな親 ○ ワークシートに書かせるこ、
切 よ」と言われたあき子は、どんな気 とにより、あき子の気持ちを
持 ちになったでしょう。 共感的にとらえ、あいさつの

必要性を深く感じさせたい。
◇ あき子の気持ちに共感する
ことができたか。



６ 児童への働きかけ

毎朝の挨拶(1)
校長が毎朝全校児童と挨拶

朝礼での呼びかけ(2)

① よい挨拶について

② 協力して清掃活動ができている班の紹介

７ 家庭や地域との連携

学級便りを活用して(1)

学級便りに、道徳の時間の児童の反応を載せること

により児童がどのように考えているのか、保護者に知

らせた。またそのことに対する保護者の反応も載せ、

双方向の学級便りとした。

( ) 地域性を生かした学校行事2

① 運動会における「敬老のおくりもの」

② 地域参観日

ふるさとふれあいウオーク③

地域の人々と触れ合う活動ア

地域の豊かな自然・文化を体感する活動イ

児童のよい行いを発見して賞揚する場ウ

＜賞揚＞

ＮＯ．７ Ｈ１４．１１．１２４年 学年だより

１１月７日（木） 道徳教育連携・推進講座☆お世話になりました。☆
授業の資料は、裏面に印刷していますので、ぜひ、読まれて、お子さんと一緒に考えてみてくだ

さい 「あなたが、広子さんだったら、正子から絵はがきをもらって、どう思いますか。どのよう。
な返事を書きますか？」

広子さんが、正子さんに切手をまちがえていると伝える方法は、いろいろあると思います。まち
。がえていると伝えないという考えも出てくると思います。どの考えにも必ず理由があると思います

その理由を話し合ううちに、お互いが、相手を思う気持ちに気づき、相手にとってよりよい方法は
何か、迫ることができるような気がしています。学校で悩んだことを、ご家庭でもう一度考えてみ
たら、子どもたちひとりひとりが、もっと本音で話すことができるのではないかと考えています。
授業中、子どもたちが書いたワークシートの中から、いくつか紹介します。
自分が広子だったら、正子から絵はがきもらっ 広子は、どんな返事を書いたでしょう。

○ 今度会ったときに、切手をまちがっているて、どう思いますか。
、 。○ 本当は、まちがいを教えた方がいいけど、 ことを伝えたいから 切手のことは書かない

迷う。 ○ きれいな絵はがき、ありがとう。
○ 切手をまちがっていると書いたら、正子が ○ 懐かしい、久しぶりだね。
落ち込むかも・・・。ちょっと心配。嫌われ ○ 一緒に高原へ行きたいな。
ないかな。教えない方がいいかも。 ○ 切手をまちがっていたよ。７０円不足でし

○ 母と兄の意見を聞いて、どちらにしたらい た （この文の前後に、子どもたちの正子を。
いかわからない。 思う気づかいが伝わる言葉がありました ）。

○ 今度からまちがわないように、教える。 ・これからは気をつけてね。
○ 友達だし、なかよしだから、教える。 ・ちょっと、言いにくいんだけど・・・。
○ 傷つかないように教える。わかってくれる ・失礼ですが・・・。
かな。 ・１つ、言わなければならないことがありま

す。
・ごめんね。気にしないでね。
・お金は返さなくていいからね。

ご家庭でのお子さんの様子、気になること、道徳の資料についての話し合いの様子など、教えてい
ただけると幸いです （いつも、いろいろなご意見・ご感想ありがとうございます ）。 。

お名前（ ）

九和っ子ふれあいウォーク
≪ 校 長 先 生 ≫

みんなのことを見守ってくれたで賞

九和小なかよし（ ）はん
がんばりましたね！！

日平成１６年３月１１

Ⅲ ま と め

１ 成果

道徳や総合的な学習の時間において、指導計画の見(1)

直しと立案を行うことによって目的や内容を明確にす

ることができ、いろいろな角度からの効果的な指導を

行うことができた。

学級づくりの一つの方法として、総合単元的な道徳(2)

学習を構想し実践したことにより指導のポイントを焦

点化し、子どもたちの考えを大切にした活動を進める

ことができ、児童一人一人に主体的な態度が見られる

ようになってきた。

他の教育活動や地域を巻き込んでの道徳教育を推進(3)

していくことにより、保護者の意識も高まり、開かれ

た学校づくりに役立っている。

切磋琢磨できる集団に成長した。(4) 教職員が

① 同僚の実践に対し、積極的に発言できる。

② 問題点について提言できる。

わずかではあるが、児童の変容が見られた。(5)

① 自分から進んで挨拶できる児童が、増えてきた。

② 上手に掃除ができるようになり、 縦割り班で行っ(
ている 学校が隅々まできれいになった。)
③ 豊かな感性が育ってきた。 朝の挨拶の中で感じる(

)ことができた。

( )④ 地域での挨拶がよくなった。 地域の方のお話より

２ 課題

単元を構成する段階で、担任が自分のクラスをどう(1)

作っていくか、担任が何にポイントを当てて指導して

いくかと言う点から構想の仕方は違ってくる。子ども

の主体性の育成を目指した構想の研究をしていく必要

がある。

絶えず気に留めていないと、よい状態が崩れる。不(2)

断の努力、根気強い永続的な指導取り組みが求められ

る。

最大の教育環境は、指導に当たる教師であり、このこと(3)
を思うとき、資質向上のための一層の努力が求められる。

校長が、指導力を発揮するためには、指導できるだ(4)

けの力量がなくてはならないし、教職員との間に信

頼関係が築かれていなければならない。校長の自己

研鑽が切に望まれる。


